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「そうだ、これがあったんだ!」プーとジェフが、ダイヤモンドドッグの攻撃を防いでいス
間に、ぽくは急いでいのちの角笛を取り出し、願いをこめて吹いた。太く穏やかな音色が、
あたりに響き渡る。とたんに、堅く冷たかったポーラの体が温もりと柔らかさを取りもどした。
「あれ?ネス?わたし、どうしちやったの?」
「説明は、ダイヤモンドドッグを倒した後だ!ポーラ立てる?」
何が起こったかわからず呆然とするポーラを、ぼくは急かして立ち上がらせた。
〓アイテムリストから『いのちの角笛』を消して659
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翌朝、ぼくは新聞で、ツーソンへの封鎖が解けたことを知った
「ツーソンか……。そういえば、夢の中の女の子は、ツーソンのポーラスター幼稚園にいる
って言ってたっけ……。よし、決めた。ツーソンへ行こう
「まあ、ネスちゃん、ツーソンに行くの?わかったわ。あなたの思ったとおりにしなさい」
ママは、ぽくを快く送りだしてくれた。妹のトレーシーも見送ってくれた。
「おにいちゃん、元気でね。実は、わたし今日からエスカルゴ運送でアルバイトすることに
なったの。よかったら利用してね。わたしは、いつでもお兄ちゃんの無事を祈ってるわ」

